
　
　
創
建
、
発
展
を
論
述
の
重
点
と
し
た
も
の
で

　
　
あ
る
（
一
七
九
頁
）
。

　
本
編
に
お
い
て
も
固
有
名
詞
は
漢
字
で
の
み
表

記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
や
は
り
改
善
の
余
地

が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
青
海
蔵
族
史
上
の
西
納
氏

一
族
に
つ
い
て
、
西
納
則
覚
や
西
納
貝
本
の
如
き

人
名
の
原
語
を
即
座
に
答
え
る
こ
と
の
で
き
る
初

学
者
は
決
し
て
多
く
あ
る
ま
い
。
N
一
塁
開
需
①

、
一
P
N
一
口
管
∪
℃
巴
．
9
鶯
と
ロ
ー
マ
字
表
記
を

併
記
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
欧
文
の

文
献
に
つ
い
て
も
、
原
題
と
原
載
誌
名
を
示
す
べ

き
で
あ
る
。

　
第
三
編
は
ま
さ
し
く
中
国
歴
史
学
界
の
回
顧
と

展
望
と
も
呪
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
に
は

中
国
歴
史
学
界
が
過
去
に
挙
げ
た
饗
し
い
研
究
業

績
と
将
来
へ
向
け
て
の
研
究
課
題
が
具
体
的
に
提

示
さ
れ
て
い
る
。
国
外
の
青
海
民
族
史
研
究
者

と
し
て
も
本
編
の
内
容
を
知
悉
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
世
界
中
の

青
海
民
族
史
研
究
者
の
座
右
の
書
と
な
る
で
あ
ろ

h
つ
。

　
本
叢
書
は
本
書
を
皮
切
り
に
第
一
期
分
と
し
て
、

今
後
『
満
腔
史
入
門
』
、
『
渤
海
史
入
門
』
、
『
営
門

民
族
史
入
門
』
、
『
吐
谷
渾
史
入
門
』
、
『
衛
拉
愚
蒙

古
史
入
門
』
の
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
順
調
な
上
梓
を
切
に
祈
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
新
書
版
　
二
五
九
頁
　
一
九
八
七
年
八
月

　
　
　
　
青
海
人
民
出
版
社
　
一
・
六
〇
元
）

　
　
　
　
　
（
若
松
　
寛
　
京
都
府
立
大
学
文
学
部
教
授
）

新
宿
区
教
育
委
員
会
編

『
新
宿
区
地
図
集
－
地
図
で
見
る

新
宿
区
の
移
り
変
わ
り
一
』

『
地
図
で
見
る
新
宿
区
の
移
り

変
わ
り
』
（
全
五
冊
）

　
本
成
果
は
、
新
宿
区
に
関
わ
る
絵
図
・
地
図
を

整
理
・
編
集
し
た
地
図
集
で
あ
る
。
資
料
と
し
て

区
立
中
央
図
書
館
が
収
集
し
た
郷
土
資
料
・
行
政

資
料
の
地
図
類
を
中
心
に
、
国
立
国
会
図
書
館
な

ど
の
駈
蔵
す
る
地
図
類
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
前
者
『
新
宿
区
地
図
集
』
　
（
一
〇
五
買
、
図
版

二
八
点
）
は
後
者
五
冊
に
先
立
ち
、
昭
和
五
四
年

に
出
版
さ
れ
た
。
新
宿
区
全
体
を
表
現
す
る
絵
図

・
地
図
を
収
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
絵
図
・
地
図

は
賭
代
別
に
、
1
．
江
戸
蒔
代
、
H
．
明
治
初
年

か
ら
関
東
大
震
災
ま
で
、
盟
．
関
東
大
震
災
か
ら

太
平
洋
戦
争
ま
で
、
W
．
太
平
洋
戦
争
後
、
の
四

期
に
整
理
・
分
類
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
各
絵
図

・
地
図
に
関
す
る
解
説
が
成
さ
れ
て
い
る
。
巻
末

に
は
、
新
宿
区
関
係
の
地
図
目
録
（
江
戸
時
代
以

降
）
が
付
さ
れ
、
本
書
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
絵

図
・
地
図
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
後
老
『
地
図
で
見
る
新
宿
区
の
移
り
変
わ
り
』

は
区
内
各
地
域
に
関
す
る
地
図
集
で
、
五
需
よ
り

成
る
。
す
な
わ
ち
牛
込
編
（
昭
和
五
七
年
発
行
、

五
〇
三
頁
、
図
版
一
〇
二
点
）
、
四
谷
編
（
昭
和

五
八
年
、
　
六
一
五
｝
貝
、
　
図
版
一
一
五
点
）
、
　
淀
橋

・
大
久
保
編
（
昭
和
五
九
年
、
四
八
○
頁
、
図
版

一
〇
六
点
）
、
　
｝
戸
塚
・
落
合
帽
禰
　
（
昭
和
六
〇
年
、

五
四
九
頁
、
図
版
一
一
五
点
）
、
そ
し
て
索
引
編

（
昭
和
六
二
年
、
一
〇
八
八
頁
）
の
五
擁
で
あ
る
。

　
ま
ず
索
引
編
以
外
の
四
冊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
区
内

各
地
域
の
地
図
及
び
解
説
で
構
成
さ
れ
る
。
地
図

に
関
し
て
、
近
世
の
切
絵
図
・
町
絵
図
・
村
絵
図

や
近
代
の
区
全
図
（
四
谷
区
・
牛
込
区
）
な
ど
一

般
図
だ
け
で
な
く
、
近
代
の
地
籍
図
・
土
地
宝
典

な
ど
主
題
図
も
時
代
順
に
幅
広
く
収
め
て
い
る
。

次
に
解
説
に
関
し
て
は
、
所
収
地
図
の
解
説
だ
け

で
な
く
、
当
該
地
域
の
「
町
と
く
ら
し
」
に
つ
い

て
の
論
文
・
エ
ッ
セ
イ
を
四
五
編
（
牛
込
編
九
、

四
谷
編
＝
一
、
黒
歯
・
大
久
保
編
＝
一
、
戸
塚
・

落
合
編
一
二
）
収
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
図
集

を
興
味
深
い
も
の
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ぼ
、
福
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介紹

田
ア
ジ
オ
「
高
田
露
士
と
落
合
の
火
葬
場
　
　
江

戸
の
周
縁
と
し
て
の
戸
塚
・
落
合
　
　
し
（
戸
塚

・
落
合
編
）
、
北
原
進
「
市
谷
薬
王
寺
と
門
前
町

の
成
立
」
（
牛
込
編
）
、
西
沢
爽
「
は
や
り
唄
と
新

宿
」
（
四
谷
編
）
な
ど
で
あ
る
。

　
次
に
索
引
編
に
は
詳
細
な
五
十
音
索
引
・
町
区

域
索
引
が
作
成
・
所
収
さ
れ
て
い
る
。
五
十
音
索

引
は
、
各
地
図
に
表
記
さ
れ
る
項
目
す
べ
て
を
五

十
音
順
に
整
理
し
、
分
類
項
目
（
例
、
武
家
屋
敷
、

町
人
拝
借
地
）
・
町
区
域
・
年
代
・
収
録
個
所
・

参
照
項
目
を
列
記
す
る
。
町
区
域
索
引
は
、
五
十

音
索
引
項
習
を
一
五
三
の
町
区
域
ご
と
に
分
け
、

時
代
別
・
土
地
利
用
別
に
編
成
す
る
。
い
ず
れ
も

編
者
の
労
が
生
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
索
引
編
に
も
解
説
が
付
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
「
索
引
か
ら
見
た
新
宿
区
」
（
近

世
・
近
代
）
論
文
二
編
、
及
び
「
町
と
く
ら
し
」

に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
九
編
で
あ
る
。

　
以
上
、
概
略
を
紹
介
し
た
。
最
後
に
本
成
果
の

意
義
を
三
点
指
摘
し
て
お
く
。

　
第
一
に
、
急
激
な
変
貌
を
遂
げ
る
大
都
市
江
戸

・
東
京
の
過
去
の
景
観
を
記
録
し
た
点
で
あ
る
。

と
り
わ
け
副
都
心
と
し
て
景
観
変
化
の
著
し
い
新

宿
区
に
お
い
て
本
成
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。

　
第
二
に
、
小
地
域
単
位
（
牛
込
、
四
谷
な
ど
）

で
年
代
順
に
絵
図
・
地
図
を
並
べ
る
こ
と
に
よ
り
、

景
観
変
遷
が
一
目
瞭
然
と
な
っ
た
点
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
詳
細
な
土
地
利
用
の
変
化
が
溜
取
さ
れ
る
。

　
第
三
に
、
絵
図
・
地
図
が
地
域
を
考
え
る
際
、

重
要
で
あ
る
と
認
識
さ
せ
た
点
で
あ
る
。
近
年
、

市
町
村
史
で
も
、
こ
の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
本
成
果
は
、
歴
史
学
・
地
理
学

な
ど
の
研
究
だ
け
で
な
く
、
都
市
計
画
や
郷
土
学

習
な
ど
に
も
貴
重
な
労
作
で
あ
る
。

　
（
『
新
宿
区
地
図
集
』
　
一
九
七
九
年
三
月
　
特
別

　
頒
箱
価
格
一
三
〇
〇
円
　
『
地
図
で
見
る
新
宿
区

　
　
の
移
り
変
わ
り
』
全
五
冊
　
一
九
八
二
年
三
月
～

　
　
一
九
八
七
年
八
月
　
い
ず
れ
も
A
4
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
田
忠
賢
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

　
　
受
　
贈
　
図
　
書

　
　
　
　
　
（
一
九
八
六
年
一
一
月
一
七
日
～

　
　
　
　
　
　
一
九
八
七
年
七
月
二
四
日
）

鹿
児
島
経
大
論
集
　
二
七
i
三
、
二
八
一
一

ア
メ
リ
カ
史
評
論
（
関
西
ア
メ
リ
カ
史
研
究
会
）

　
四
、
五

駿
台
史
学
（
駿
台
史
学
会
）
　
六
八

国
際
文
化
論
集
（
西
南
学
院
大
学
学
術
研
究
所
）

　
一
一
　

歴
史
学
と
歴
史
教
育
（
近
畿
大
学
）
　
三
二

人
文
学
科
論
集
（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
）
　
二

　
四
、
二
五

一
橋
概
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
）
　
一
一
－
二
、

　
三
、
四

韓
国
史
研
究
彙
報
（
ソ
ウ
ル
国
史
編
纂
委
員
会
）

　
五
四

神
道
史
研
究
（
八
坂
神
社
神
道
史
学
会
）
　
三
三

　
一
四
、
三
四
i
四

史
学
科
報
告
（
鹿
児
島
大
学
教
養
部
）
　
三
三

ユし

ﾄ
製
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
薔
館
）
　
一
〇

大
津
市
史
（
大
津
市
役
所
市
史
編
纂
室
）
　
九

文
明
（
東
海
大
戯
文
開
研
究
所
）
　
四
八

古
代
史
研
究
（
立
教
大
学
古
代
史
研
究
会
）
　
五

史
朋
（
史
朋
同
人
）
　
悟
了

神
道
古
典
研
究
会
報
（
神
道
大
系
編
纂
会
）
　
八

紀
尾
井
史
学
（
上
智
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
院
生

　
会
）
　
六

三
康
文
化
研
究
所
所
報
　
一
二

湘
南
史
学
（
東
海
大
学
大
学
院
日
本
史
学
友
会
）

　
七
・
八
合
併
号

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
　
六

　
六

富
士
論
叢
（
富
士
短
期
大
学
学
術
研
究
会
）
　
三

　
一
一
二

産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
）
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